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石

川

新

体

制

ス

タ

ー

ト

～
各
種
講
習
会
や
県
民
登
山
な
ど
決
め
る
～

平
成
２３
年
度
定
時
総
会
が
、
４

月
１６
日
（土
）県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
大

会
議
室
に
於
て
午
後
開
催
さ
れ
、

７‐
名

（内
委
任
状
２２
名
）
が
出
席

し
た
。

会
議
に
先
だ
ち
、
議
長
か
ら
会

則
第
１９
条
に
よ
る
総
会
の
成
立
は

過
半
数
を
超
え
て
い
る
旨
報
告
が

あ
り
、
総
会
が
始
め
ら
れ
た
。

冒
頭
、
石
川
会
長
は

「先
の
東

日
本
大
震
災
で
は
甚
大
な
被
害
が

あ
り
、
哀
悼
の
意
と
御
見
舞
を
申

し
上
げ
ま
す
。　
一
日
も
早
い
復
興

を
願
い
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日

の
総
会
で
は
皆
様
方
の
ご
意
見
を

項
き
な
が
ら
協
議
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
」
と
挨
拶
。

つ
づ
い
て
各
部
の
報
告
が
、
総

務
部

（事
務
局
）
が
伊
東
事
務
局

長
、
企
画
　
関
谷
、
指
導

勝
野
、

遭
難
対
策
　
一昌
橋
、
自
然
保
護

杉
本
會
し
、
高
体
連
　
岩
狭
、
海

外
登
山

鈴
木
、
国
体

杉
本
（憲
）

の
各
常
任
理
事
か
ら
発
表
が
あ
り
、

広
報

（愛
知
岳
連
ニ
ュ
ー
ス
）
に

つ
い
て
は
中
平
等
議
長
が
報
告
し

た
。ま

た
、
平
成
２２
年
度
決
算
報
告

を
丹
羽
財
務
担
当
が
行

い
、
監
査

報
告
を
丹
羽
二
郎
監
事
が
述
べ
て
、

承
認
さ
れ
た
。

次
に
、
平
成
２３
年
度
予
算
案
を

丹
羽
財
務
担
当
、
行
事
計
画
を
北

村
理
事
長
が
行
い
、
す
べ
て
承
認

さ
れ
た
。

尚
、
昨
年
度
加
盟
団
体
は
５８
団

体
、
１
１
５
４
名
の
登
録
数
で
あ
っ

た
。こ

れ
よ
り
１０
分
間
の
休
憩
を
は

さ
ん
で
、
会
議
は
再
開
さ
れ
た
。

今
年
は
役
員
の
改
選
に
当
た
り
、

役
員
会
で
決
め
ら
れ
た
人
選
を
北

村
理
事
長
が
発
表
し
た
。

石
川
会
長
、
安
藤
副
会
長
が
留

任
、
阿
部
、
富
永
副
会
長
は
退
任

し
、
代
わ

っ
て
中
平
等
、
伊
藤
の

両
氏
が
任
命
さ
れ
た
。
ま
た
議
長

に
和
田
氏
が
新
任
、
丹
羽
、
梶
田

監
事
、
北
村
理
事
長
の
留
任
が
承

認
さ
れ
た
。

そ
の
他
で
は
、
北
谷
小
屋
の
り

面
補
修
工
事
の
労
力
奉
仕
の
お
願

い
。
北
谷
小
屋
の
早
期
補
修
、
各

団
体
に
あ

っ
て
代
表
者

象
ム
長
）
、

理
事
の
変
更
が
あ
る
場
合
は
速
や

か
に
事
務
局
へ
連
絡
す
る
、
行
事

計
画
の
日
程
変
更
、
山
岳
共
済
保

険
の
改
正
点
な
ど
が
あ
り
、

１５
時

４０
分
安
藤
副
会
長
が
閉
会
の
挨
拶

を
述
べ
て
終
了
し
た
。
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新
役
員
は
次
の
と
お
り

顧
　
間
　
磯
村
義
宣

（碧
稜
）

″　
　
梶
田
民
雄

（Ｒ
Ｃ
Ｃ
）

″
　
　
谷
口
錫
夫

（小
牧
）

参
　
与
　
尾
上
　
昇

（Ｊ
Ａ
Ｃ
）

″
　
　
手
塚
　
哲

（中
京
）

″　
　
　
船
津
純
一
郎

（テ
ク
テ
ク
）

″
　
　
市
川
　
優

顧
間
常
任
　
湯
浅
道
男

（Ｊ
Ａ
Ｃ
）

△バ
　
長
　
石
川
富
康

（碧
稜
）

副
会
長
　
安
藤
武
典

（三
菱
大
江
）

″
　
　
中
平
等
新
一
（や
ま
び
こ
）

（副
議
長
兼
務
）

″
　
　
伊
藤
智
彦

（高
体
連
）

議
　
長
　
和
田
末
憲

（三
菱
名
誘
）

監
　
事
　
丹
羽
二
郎

（春
日
井
）

″
　
　
梶
田
　
明

（中
京
）

◎
常
任
理
事

（※
印
は
新
任
）

理
事
長
　
北
村
憲
彦

（春
日
井
）

脚
理
事
族
　
高
橋
　
優

（名
古
屋
）

海

．
外
　
鈴
木
清
彦

（愛
知
学
院
）

競

″
技
　
杉
本
憲
広

（高
体
連
）

指
　
導
※
本
田
光
彦

（ア
イ
ンヽ
ン
）

鶴
　
畔
　
岩
瀬
幹
生

（蒲
郡
）

遭
　
対
※
吉
村
　
賢

（名
古
屋
）

柏
谷
小
蹴
　
杉
本
二
郎

（テ
Ｚ
ア
ク
）

財
　
務
　
丹
羽
史
泰

（Ｍ
Ｍ
Ｃ
）

ジ
■
一ア
　
関
谷
雅
樹

（一局
体
連
）

″　
　
岩
狭
　
満

（高
体
連
）

″
　
※
小
林
重
春

（高
体
連
）

事
務
局
　
伊
東
真
弓

（春
日
井
）

″
　
※
椙
山
み
ど
り

（岡
崎
）

〔事
務
局
〕

事
務
局
長
　
伊
東
真
弓

（春
日
井
）

総
　
務
　
椙
山
み
ど
り

（岡
崎
）

砿
　
嘲
　
松
野
哲
三

（渓
稜
会
）

補
　
佐
　
星
　
一
男

（Ｊ
Ａ
Ｃ
）

″
　
※
本
田
陽
子

（春
日
井
）

▽
愛
知
岳
連
ニ
ュ
ー
ス
担
当

広
　
報
　
中
平
等
新
一
（や
ま
び
こ
）

鈴
木
富
雄
全
昌
体
連
）
木
田
光
彦

（ア
イ
シ
ン
）
徳
水ヽ
三
男
（イ
ノ
ア
ッ

ク
）
椙
山
み
ど
り
（岡
崎
山
岳
会
）

岩
瀬
幹
生
（蒲
郡
山
の
会
）
豊
田

豊
美
（春
日
井
山
岳
会
）
大
野
健

一
ス
小
牧
山
岳
会
）
加
藤
和
美
（嶺

山
岳
会
）
織
田
善
夫
（中
京
山
岳

会
）
伊
藤
敦
彦
（中
央
ア
ル
パ
イ

ン
）
谷
澤
昌
夫
（ト
ヨ
タ
自
動
車
）

佐
藤
匡
俊
曾
ユ
田
自
動
織
機
）
森

田
金
明
（豊
田
山
岳
会
）
白
井
良

岳
宮
塁
川
山
岳
会
）
相
川
菊
次
郎

（道
標
山
岳
会
）
水
野
起
己
（東
海

電
々
）
丹
羽
大
輔
（名
古
屋
山
岳

会
）
鬼
頭
健

一
（名
古
屋
山
の
会
）

安
島
正
交
（名
古
屋
白
熊
山
岳
会
）

加
藤
理
恵
子
（Ｎ
Ｇ
Ｈ
）
石
原
博

之
（名
古
屋
渓
稜
会
）
杉
本
二
郎

（名
古
屋
テ
ク
テ
ク
）
加
藤
徹
（名

古
屋
登
稜
会
）
荻
須
昭
大
（Ｒ
Ｃ

Ｃ
）
江
頭
孝
治
（デ
ン
ソ
ー
）
山

下
利
明
（プ
ラ
ザ
ー
エ
業
）
大
見

栄

一
（碧
稜
山
岳
会
）
木
村
行
宏

含
一菱
電
機
）
三
浦
信
良
Ｔ
一菱
重

工
大
江
）
中
濱
幸

一
Ｔ
一菱
重
工

名
誘
）
矢
沢
実
（Ｊ
Ｒ
東
海
）
市

川
義
行
（Ｊ
Ａ
Ｃ
東
海
）
鳥
居
瑛

（名
古
屋
這
い
松
）
浅
井
祐
二
（愛

知
県
庁
）
野
間
修
（安
城
こ
も
れ

び
）
柴
田
高
教
（豊
橋
山
岳
会
）

朝
賀
敬

一
（名
古
屋
Ａ
Ｃ
Ｃ
）
青

木
清
隆
（名
古
屋
Ｆ
Ｍ
Ｃ
）
村
田

征
男
（愛
知
山
岳
会
）
鈴
木
清
彦

（愛
知
学
院
大
）
浅
井
慎
平
（愛
知

医
科
大
）
羽
田
明
史
（Ｇ
Ｓ
Ａ
）

日
置
太
郎
（千
種
ア
ル
パ
イ
ン
）

水
野
保
夫
（Ｍ
Ｍ
Ｃ
岡
崎
）
伊
賀

井
隆
（大
山
山
岳
会
）
内
藤
善

一

（や
ま
び
こ
山
想
会
）
野
村
真
幸

（名
古
屋
白
稜
会
）
清
水
敏
春
（名

古
屋
山
桂
会
）
谷
川
武
（知
多
山

峰
会
）
山
田
義
清
（山
歩
の
会
）

今
枝
清
子
（岩
倉
山
岳
会
）
西
山

秀
夫
（東
海
白
樺
山
岳
会
）
鈴
木

則
男
（銀
嶺
山
友
会
）
中
村
久
（名

古
屋
愛
山
会
）
辻
雅
彦
（Ｆ
Ｒ
Ｃ
）

酒
井
彰
彦
Ｔ
一河
く
ら
ぶ
）
渡
邊

正
輝
（チ
ー
ム
猫
屋
敷
）

憂
知
山
岳

マ
ラ
ソ
ン

頂
上

を

目
指

去
る
３
月
１２
日
（土
）
愛
知
山
岳

マ
ラ
ソ
ン
が
猿
投
山
に
於
て
行
わ

れ
、

３‐
人
が
参
加
し
た
。

午
前
９
時
か
ら
受
付
が
は
じ
ま

り
、　
一
般
８
人
、
一昌
校
生
２３
人
が

エ
ン
ト
リ
ー
す
る
。

開
会
式
で
、
虫
半
等
議
長
が

ア
７

日
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
の
で
快
適

な
走
り
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
た
だ
コ
ー
ス
に
は

他
の
登
山
者
も
沢
山
登

っ
て
い
ま

す
の
で
、
充
分
注
意
し
て
ケ
ガ
の

し
駆
け
登
る
〃

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨

拶
。
つ
づ
い
て
杉
本
大
会
委
員
長

が
コ
ー
ス
と
注
意
事
項
を
説
明
し
、

全
員
で
記
念
撮
影
を
し
た
後
、

１０

時
山
項
を
目
指
し
標
高
差
４
７
５

ｍ
を
駆
け
登

っ
た
。

今
回
は
、
ト
ッ
プ
が

一
般
参
加

の
和
田
為
蔵
さ
ん
で
、
最
高
齢
の

鈴
木
吉
造

（７５
）
さ
ん
も
元
気
に
完

走
し
た
。

参
加
者
は

「
一
般
登
山
者
か
ら

声
援
を
も
ら
い
頑
張
れ
た
」
ま
た

２
回
目
だ
と
い
う
人
か
ら

「ゼ

ッ

ケ
ン
が
良
か
っ
た
。
走
り
易
か
っ

た
。
来
年
も
ぜ
ひ
挑
戦
し
た
い
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り

①
和
田
為
蔵

（小
垣
江
Ｒ
Ｃ
）
３０

分
５９
秒
②
脇
本
繁
幸
３‐
　
３３
③
清

水
勲

（小
垣
江
Ｒ
Ｃ
）
④
吉
田
孝

夫

（佐
織
工
業
高
校
）
３３
　
３７
⑤

林
直
明
３４
　
４４
⑥
青
山
昇
太

（幸

田
高
校
）
⑦
高
木
淳
市

（菊
里
高

校
）
⑧
粕
谷
幸
司

（菊
里
高
校
）

⑨
自
石
祐
太

（向
陽
高
校
）
⑩
清

水
佑
治

（小
垣
江
Ｒ
Ｃ
）

頂上を目指 して一斉にスター ト

名古屋駅前の山とスキーの専門店

〒450011112名 古屋市中村区名駅四丁目11-27
(第 2ト ヨタビル東館 lF)

TEL 052-565-1417

駅前アrl■ス
名古屋・伏見藤ヨコの山用品専門店

ステラアルビーナ
(旧 シャッツパーム)

名古屋市中区錦二丁 目531長者町相互 ビル2F80522310739
営業時間/1■ 00-8,30“ (日 曜日は7:00μ迄)
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平
成
２３
年
度
国
体

愛
知
県
予
選

男
女
１７
選
手
が
出
場

今
年
度
の
国
体
愛
知
県
予
選
会

が
、
４
月
１０
日
（日
）
に
岡
崎
市
の

プ
レ
イ
マ
ウ
ン
テ
ン
で
開
催
さ
れ

た
。
出
場
選
手
は
、
成
年
男
子
８

人
、
成
年
女
子
２
人
、
少
年
男
子

６
人
、
少
年
女
子
１
人
で
あ
っ
た
。

競
技
は
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
５
課
題

で
競
わ
れ
、
と
り
わ
け
成
年
男
子
、

少
年
女
子
に
つ
い
て
は
、
日
本
の

ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
観
衆
を
魅
了
し
た
。
結
果
は

以
下
の
よ
う
に
な

っ
た
。

入
賞
者
に
つ
い
て
は
、
２
次
予

選
会
を
経
て
山
口
県
で
開
催
さ
れ

る
国
民
体
育
大
会
や
、
二
重
県
で

開
催
さ
れ
る
東
海
プ
ロ
ッ
ク
大
会

へ
の
選
手
が
決
定
さ
れ
る
。

出場 した選手たち

〔成
年
男
子
〕

①
大
山
史
洋
、
②
藤
井
　
快
、

③
藤
城
大
地

〔成
年
女
子
〕

①
柳
田
　
茜
、
②
三
浦
真
理
子

〔少
年
男
子
〕

①
後
藤
聡

一
郎
、
②
高
木
淳
市
、

③
土
岐
卓
士

〔少
年
女
子
〕

①
桑
岡
真
凛

な
お
、
こ
の
大
会
は
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
の
愛
知
県
山
岳

未
組
織
者
の
加
入
促
進
を

副
△ム長

中
平
等
新

一

こ
の
度
、

水ヽ
年
務
め
ま
し
た
議

長
を
辞
し
、
副
会
長
の
職
に
就
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

議
長
在
任
中
は
、
拙
い
進
行
に

も
拘
わ
ら
ず
皆
様
の
ご
協
力
の
お

陰
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
登
山
者
は
漸
増
の

傾
向
に
あ
り
、
特
に
若
い
層
の
山

に
対
す
る
関
心
も
深
ま
り
、
顕
著

の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中

高
年
者
に
お
い
て
も
健
康
志
向
と

相
候

っ
て
多
く
な

っ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
り
ま
す
。

当
岳
連
に
お
き
ま
し
て
は
、
平

成
十
七
年
に
六
十
七
団
体
千
三
百

人
の
方
が
加
盟
し
て
い
ま
し
た
が
、

五
年
後
の
二
十
二
年
は
五
十
八
団

体
千
百
五
十
四
人
と
逆
に
減
少
を

辿

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
単
独
登
山
や
ツ

ア
ー
登
山
に
頼

っ
て
、
組
織
に
属

し
な
い
人
が
多
く
い
る
こ
と
を
如

実
に
表
し
て
い
ま
す
。

登
山
に
は
リ
ス
ク
は
つ
き
も
の

で
、
絶
え
ず
体
力
や
技
術
が
間
わ

れ
ま
す
。
未
組
織
者
の
方
に
は
こ

う
い
っ
た
面
で
疑
間
が
あ
り
ま
す
。

や
は
り
組
織
の
中
に
入
リ
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
学
び
、
遭
難
防
止
に

努
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
各
山
岳
会
や

岳
連
に
あ

っ
て
は
独
自
性
を
出
し

な
が
ら
、　
一
人
で
も
多
く
加
入
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
思

っ
て

い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
楽
し
み

副
△〓長

伊
藤
　
智
彦

今
年
度
新
た
に
副
会
長
に
就
任

し
ま
し
た
伊
藤
で
す
。
高
等
学
校

体
育
連
盟
登
山
専
門
部
所
属
で
青

少
年
の
育
成
に
関
わ

っ
て
き
ま
し

た
。
特
に
国
体
山
岳
競
技
で
は
１

９
８
８
年
の
京
都
国
体
を
初
め
と

し
て
、
数
回
愛
知
県
少
年
男
子
監

〒460-∞03名古屋市中区錦三丁目13番 22号
TELく052〉 951-1166番

営業時間  午前 11:lXl―午後 2:30

午後 4:∞～午後 8:∞

定 休 日   日曜日・第二・第二月曜日

うなざ錦ニアロ い ば

ゝ貰獨 樗芍T纂鐸

1お気軽にどうぞ
潔 fドの山旅も承ります

〒4500002 名古屋市中村区名駅41127 第二豊田ビル東館 7階
TEL:052-588-5617 FAX:052-588-5618(1階 は駅前アルプスさん)

●●●から
^テ

リン●で 。口

"B儡
嚇 ヨ■●名●●●・・′

― lll●齢に■適|― トレ ニな を■●し

“

●′

連
盟
か
ら
の
推
薦
選
手
を
選
考
す

る
大
会
を
兼
ね
て
お
り
、
ジ

ュ
ニ

ア
男
子
と
し
て
長
谷
川
拓
海
君
、

ジ

ュ
ニ
ア
女
子
と
し
て
大
場
美
和

さ
ん
を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。

督
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

登
山
は
、
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
バ

ラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ
た
総
合
的
な

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
さ
ら
に
幅
広
い

年
齢
層
を
対
象
と
し
て

一
生
を
通

じ
て
楽
し
め
る
も
の
で
す
。
自
己

の
限
界
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
楽
し

み
、
仲
間
と
活
動
す
る
楽
し
み
、

自
然
に
触
れ
心
を
癒
す
楽
し
み
、

季
節
の
山
を
楽
し
む
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
次
の
登
山
を
計
画
す
る
こ

と
か
ら
新
た
な
心
の
高
ま
り
を
感

じ
ま
す
。

単
純
に
山
に
登
る
こ
と
だ
け
で

な
く
、
特
に
天
気
図
を
学
習
し
た

り
、
地
図
を
読
ん
だ
り
、
気
象
や

植
生
の
知
識
を
学
習
す
る
な
ど
、

自
然
を
科
学
す
る
楽
し
み
を
持

つ

こ
と
が
登
山
を
さ
ら
に
魅
力
的
に

し
て
く
れ
ま
す
。
安
全
登
山
の
た

め
に
も
、
是
非
日
頃
か
ら
自
然
を

科
学
す
る
目
を
も

っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

山
岳
連
盟
の
諸
活
動
を
通
し
て
、

私
も
微
力
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と

一

緒
に
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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H23425現 在

▲槍・穂高方面

(No)  (所 属団体名 )

1 や ま び こ 山 想 会

2   C    S    A
3 チ ー ム 猫 屋 敷

4 MMC岡 崎 山岳 部

5 岩 倉 山 岳 会

6 豊 橋 山 岳 会

7              ″

8              ″

9            ″

10 千種アルバインクラブ

11 春 日 井 山 岳 会

12            ″

13豊 田 山 岳 会

14            ″

15 デ ン ツ ー 山 岳 部

16 岡 崎 山 岳 会

(登 山期 間)

5/1～ 5/4
5/1-5/8
4/29-5/2
4/28～ 5/2
5/1～ 5/3
4/29-5/3
4/29～ 5/1
5/1～ 5/5
5/1～ 5/5
4/30-5/5
4/29～ 5/5
5/2～ 5/5
4/28～ 5/2
4/28～ 5/2
4/28-5/2
4/29～ 5/1

(登 山 ル ー ト)

穂 高 岳  涸 沢 定 着 (雪 訓 有 り )

岳   沢   ベ   ー   ス

西穂 高 口 ～西穂 高 岳  ピス トン

涸沢～涸沢岳 奥穂 Jヒ穂 (雪訓有り)

槍       ヶ       岳

涸 沢 ～ 北 穂 ～ 奥 穂 ～ 涸 沢

明神東稜～主峰～前穂～Ⅱ峰東稜下山

涸 沢 ～前穂 北 尾根 ～奥 穂 ～涸 沢

慶応尾根～涸沢BC―前穂 Jヒ穂 奥穂

北鎌尾根～槍ヶ岳～奥穂～涸沢西尾根下山

穴   毛   谷   周   辺

飛 騨 尾 根 ～ 西 穂 西 尾 根

涸      沢       B       C
涸    沢    B    C
奥 穂 高 岳

水俣乗越～北鎌尾根～槍 ヶ岳～横尾

了

宏

弘

泰

実

樹

康

哉

直

幹

弘

憲

春

子

誠

司

一
俊

　

貴

史

　

政

敏

克

義

正

光

正

千

育

　

篤

・ダ

官
　
　
　
　
　
　
　
　
田

り

都

木

口

羽

藤

藤

保

頭

松

根

村

垣

山

浦

山

澤

宇

高

山

丹

加

伊

久

田

小

瀧

梅

稲

久

杉

亀

米

(人数)

14名

5名

5名

11名

3名

2名

3名

3名

1名

4名

10名

4名

10名

3名

4名

▲後立山方面

名

名

名

名

名

名

賢

茂

浩

一
男

孝

新

〓
一
正

等

村

田

園

平

永

藤

吉

中

堂

中

徳

近

稜

岳

岳

岳

岳

＞

念

乗

　

針

馬

．
常
　
　
　
瓢

池

．
馬

　

木

俣

　

　

　

　

ノ

自

栂

三

自

燕

針

1 名 古 屋 山 岳 会

2 豊田 自動車山岳部

3  アイシン精機山岳部

4 や ま び こ 山 想 会

5   イノアックコーポレーション山岳部

6 愛 知 山 岳 会

4/27-4/29
4/29～ 5/3
4/29～ 5/3
4/29～ 5/1
5/1～ 5/2
5/2～ 5/5

じゼ罵哺
'し

げ封 写
晏フリ賢ぎ

フトまで のプロショップ

髯
′
嘉斎
〒448刈谷市桜町113

T■0566(23)8611

定休日/火曜日
営業時間/1000～2000

CLIMBINe pARК   東三河初のクライミン術 設

▲燿岳方面

1  名

2

3    春

▲その他方面

古 屋 山 岳 会

日 井 山 岳 会

4/29-5/2  剣岳―小窓尾根 ～剣岳～早 月尾根

4/29～ 5/2 鍛 岳 ― 早 月 尾 根 ピ ス ト ン

4/30～ 5/4  剣岳―小窓尾根 ～剣岳―早 月尾根

名

名

名

仁

輔

彦

邦

大

敦

川

羽

藤

中

丹

伊

1  千種アルノ`インクラブ

2  嶺  山  岳  会

3 豊 田 山 岳 会

4  三菱電機 名菱会山岳部

5 デ ン ツ ー 山 岳 部

6 豊 りII山 岳 会

7              ″

8  三菱重工大江山岳部

9  道 標 山 岳 会

10 豊 川 山 岳 会

11 チ ー ム 猫 屋 敷

5/4～ 5/5
4/28～ 5/1
4/29～ 5/8
4/30～ 5/1
5/3～ 5/5
4/29-5/1
5/3～ 5/5
4/29～ 5/3
5/5--5/8
5/3～ 5/8
5/2～ 5/6

名

名

名

名

　

名

名

名

名

名

名

史

美

久

修

誠

幸

尚

哉

司

幸

平

了

和

幸

　

　

博

芳

克

憲

博

修

野多

藤

本

野

山

橋

合

村

坂

橋

木

波

加

山

長

亀

高

河

梅

井

高

鈴

行

道

河

岳

岳

岳

岳

鰤一． 『合ヽ天狗・横岳

杉

部

大

黒

ワ

オ ー レ

黒 百

赤 岳

赤

雨 飾 山 ～ 大 渚 山

仙    丈    ヶ    岳

二伏峠～荒川岳～塩見岳～三伏峠

易老 渡 ～二 吉 平 ～光 岳 ピス トン
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多
雪
の
日
本
海
側
要
注
意

春
山
遭
難
対
策
会
議
が
、
４
月

‐９
日
（火
〉県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
で
開

か
れ
、

１９
団
体
か
ら
２‐
名
が
出
席

し
た
。

は
じ
め
に
、
高
橋
遭
対
委
員
長

が

「最
近
、
当
岳
連
で
は
事
故
が

な
く
安
堵
し
て
い
ま
す
。
他
の
事

故
を
見
て
い
る
と
計
画
書
の
出
て

い
な
い
の
が
９０
％
だ
と
ぃ
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
と
こ
ろ
の
地
震
で

雪
が
緩
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い

の
で
注
意
し
て
ほ
し
い
」
と
語
り
、

ま
た
、
北
村
理
事
長
は

「登
山
届

を
出
す
、
下
山
報
告
を
す
る
、
剣

立
山
方
面
の
２
５
０
０

ｍ
以
上
の

山
々
は
雪
が
多
い
、
深
い
部
分
に

弱
層
が
あ
り
、
雪
崩
に
気
を
付
け

る
」
な
ど
注
意
点
を
指
摘
し
た
。リーダーによる検討会

会
議
は
、
山
域
別
に
分
か
れ
て

計
画
書
を
出
し
検
討
し
合

っ
た
が
、

今
年
は
多
く
の
団
体
が
穂
高
方
面

に
集
中
し
て
い
て
、
鋼
岳
　
後
立

山
方
面
と
の
２
プ
ロ
ッ
ク
の
み
で

行
わ
れ
た
。

■
常
．任
．理
事
一含

〓

▼
５
月
１０
日
（火
）
Ｏ
Ｍ
Ｃ
ビ
ル

〔出
席
者
〕
安
藤
、
伊
藤
副
会
長
、

北
村
理
事
長
、
一昌
橋
、
杉
本
（憲
）

副
理
事
長
、
本
田
、
吉
村
、
岩
狭
、

関
谷
、
岩
瀬
、
丹
羽
、
小
林
、
杉

本

Ｔ
し
、
伊
東
、
椙
山
各
常
任
理

事
、
本
田
（陽
）

Ｉ
　
報
告
事
項

１
　
東
海
四
県
正
副
会
長
、
理
事

長
会
議

（４
／
９
二
重
）
安
藤

２
　
国
体
県
内
予
選
会

（４
／
１０

岡
崎
）
杉
本

（憲
）

３
　
第
１
回
高
体
連
登
山
部
委
員

会

（４
／
１３
）

４
　
平
成
２３
年
度
定
時
総
会

（４

／
‐６
県
ス
ポ
）
北
村

５
　
春
山
遭
対
会
議

（４
／
１９
県

ス
ポ
）
吉
村
、
高
橋

６
　
北
谷
小
屋
の
り
面
修
復
工
事

（４
／
２３
中
止
）
杉
本
會
し

７
　
日
山
協
競
技
委
員
総
会

（４

／
２４
）
杉
本

（憲
）

８
　
そ
の
他

Ｉ
　
審
議

。
お
知
ら
せ
事
項

１
　
日
山
協
総
会
　
第
１
回
理
事

会

（５
／
１５
東
京
）
安
藤

２
　
読
図
講
習
会

３
　
第
１
回
登
山
勉
強
会

（５
／

２４
県
ス
ポ
、
５
／
３‐
東
三
）

４
　
県
高
校
総
体

（５
／
２８
～
２９

県
民
の
森
）
岩
狭
、
小
林

５
　
岩
登
り
研
修
会

上
露
習
会

（６

／
４
～
５
南
山
）
本
田

６
　
自
然
保
護
委
員
会

（６
／
７

県
ス
ポ
）
杉
本
↑
》

７
　
第
３０
回
自
然
観
察
会

（６
／

Ｈ
面
の
木
園
地
）
杉
本

Ｔ
し

８
　
日
山
協
指
導
員
総
会

（６
／

Ｈ
～
‐２
晴
海
）
本
田

９
　
第
１
回
気
象
講
習
会

（６
／

‐２
県
ス
ポ
）
岩
狭

１０
　
国
際
部
委
員
総
会
兼
第
２９
回

海
外
遭
難
研
究
会

（６
／
１８
～

‐９
山
梨
）
鈴
木

Ｈ
　
東
海
総
体

（６
／
１７
～
‐９
静

岡
）
岩
狭
、
小
林

‐２
　
遭
難
対
策
研
究
会
兼
総
会

（６

／
２５
～
２６
奈
良
）
吉
村

‐３
　
気
象
遭
難
対
策
講
習
会

（６

／
２６
県
ス
ポ
）
本
田

‐４
　
指
導
員
総
会

（６
／
２８
県
ス

ポ
）
本
田

‐５
　
安
全
登
山
普
及
指
導
者
中
央

研
修
会

（第
１
回
立
山
７
／
１

～
３
）
北
村

‐６
　
全
国
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会

（７
／
７
東
京
）

‐７
　
テ
‐
ピ
ン
グ
講
習
会

（７
／

１０
県
ス
ポ
）
本
田

‐８
　
第
１
回
Ｊｒ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講

習
会

（７
／
２‐
ビ

ッ
グ
ロ
ッ
ク

第
２
回
７
／
２２
プ
レ
イ
マ
ウ
ン

テ
ィ
ン
）
岩
狭

‐９
　
そ
の
他

月  日 容内

75
77
710
717-18
721
722
82
8 9-13
823
827

常任理事会 (OMCビル )

全国山岳遭難対策協議会 (東京 )

テーピング講習会 (県 スポーツ会館 )

国体東海ブロック大会 (二重 )

第 1回 Jrク ライミング講習会 (ビ ッグロック)

第 2回 Jrク ライミング講習会 (プレイマウンテン)

常任理事会 (OMCビル )

全国高校総体 (青森 )

第 2回理事会 (県 スポーツ会館 )

少年少女登山教室 (鈴鹿 )

◆
７
●
８
月
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル

行政書士 西 山 秀 夫

中小企業・個人事業の経営者の悩

み、市民生活の困 りごとの相談 まで

をサポー ト

最初の 1時間は無料。 1時間5250円。
電話で予約を。出張も可能。

会計業務、契約書の作成代理とチェック、
建設業許可、風俗営業許可など役所への許
認可の申請代行、入管手続き、公正証書遺

言書、遺産相続関連の書類作成 と相談など

〒460-0002
名古屋市中区丸の内 3丁 目1523番地

大栄ビル 204号室

052-961-6506
052-961-6507
daisyo(paichl ema‖ ne Jp

ach西山行政  ←検索
平日 11:00～ 19:00
土曜 11:00～ 17:00
日曜、祝日、臨時休業

海外トレッキング/世界の山旅 専門旅行会社

ますは「ツアーカタログ」ご請求下さい

個人&グループでのご利用お待ち申し上げます

名古屋営業所 TEL:052-581-3211
〒4500002名 古屋市中村区名駅3236第 2千福ビル 8階

FAX:052-661-3338  E― mail:nagoyaOalolle― tour com

ホームページ http://www alpine― tour con

印蟄 夢踏
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